
高知県県立高校通学支援奨学金貸与条例施行規則の一部を
改正するの概要　　　　　　　　　　　　
１　改正の理由
　　生活保護法による保護の基準（昭和38年厚生省告示第158号）の一部が改正され、「母子加算の復活」が平成21年12月１日から適用されたことに伴い、高知県県立高校通学支援奨学金の貸与基準を見直し、関係様式の改正を行おうとするものである。
生活保護法による保護の基準において「母子加算」が復活された理由

　　生活保護の母子加算については、平成21年９月９日の「三党連立政権合意」を踏まえ、子どもの貧困解消を図るため、縮減・廃止を行う以前の平成16年度における加算額と同額で復活された。

　　※生活保護基準における母子加算（月額）の変遷
　  　　16～18年度：21,640円→19年度：14,430円→20年度：7,210円
→21年4月：0円（廃止）→21年12月：21,640円(復活)
２　改正の主な内容
（１）高知県県立高校通学支援奨学金貸与申請書に母子・父子加算に係る項目を加えること。
（２）その他様式の文言を改めること。
３　施行期日
この規則は、平成22年４月１日から施行する。

